
レサシアン シミュレータ用

ワイヤレススキルレポータ
簡易マニュアル



ソフトウェアのインストールと
ライセンスのアクティベート



ソフトウェアのインストール

付属のCD-ROMをPCに入れると自動的にインストールが開始されます。
自動で開始されない場合、CD内の「SetupResusciAnneWirelessSkillReporter.exe」をダブルクリックしてください。

順に「Next」をクリックし進めてください。
必要に応じてAdobe Flash Playerという
アプリケーションもインストールされます。



ライセンスのアクティベート

初回起動時にライセンスのアクティベートが必要となります。自動的に「Laerdal License Manager」
というアプリケーションが起動しますので、インターネットに接続した状態で下記の手順を実施してください。

2. ライセンスキーを欄に入⼒し、インターネットに接続している状態で「Proceed」をクリック

1. 「License check failed……」の表示画面はOKで閉じて結構です。
License Manager画面右下の「Activate」をクリックします。

3. 確認画面でOKをクリックするとアクティベートが完了します。「Close」でLicense Managerを閉じます。

レサシアン シミュレータに附属しているCD-ROMの封筒に、
ライセンスが3つ書かれたラベルが貼られています。



使用時の準備

※レサシアン シミュレータの場合、ワイヤレススキルレポータは有線・無線
のどちらでも使用できますが、セットアップ⽅法が異なりますのでご注意
ください。

①有線の場合：
LANケーブルでPCとシミュレータ(リンクボックス)を接続します。特別
な設定は不要です。

②無線の場合：
専用ネットワーク「SimLink」を経由して接続します。次ページから
の設定⽅法をご確認ください。



SimLinkへの接続：
手順① 無線通信に使うIPアドレスを指定する

1. PC画面右下の、ネットワーク接続表示のアイコンをクリックします。

2. 出てきた画面の下に書かれている「ネット
ワークと共有センターを開く」をクリックします。

3. 「ワイヤレスネットワークの管理」を
クリックします。

5. 「インターネット プロトコル バージョン4 (TCP/IPv4)」を
選び、「プロパティ」をクリックします。

6. 下記の画面が出るので、IPアドレスの⼀番右にある数字を変更します。
OKをクリックして設定完了です。全ての画面を閉じてください。

通常のPCでは、インターネットに接続するためにIPアドレスは自動的に取得する設定となっていますが、SimLink接続は固定IPアドレスが必要です。

4. 「アダプターのプロパティ」をクリックします。



SimLinkへの接続：
手順② 接続をオンにする

1. PC画面右下の、ネットワーク接続表示のアイコンをクリックします。

2. 出てきた画面で「SimLink」を選択し、「接続」をクリックします。

3. しばらく待った後、画面がこのように変わればOKです。

こちらはお使いになるときに毎回⾏ってください



ソフトウェアの起動、シミュレータの検知

1. デスクトップのアイコンをダブルクリックして
プログラムを起動します。

2. 起動後、接続可能なシミュレータの検索が自動
的に始まります。

3. 「・・manikin found」というメッセージが出たら、
「OK」をクリックすると使用開始できます。

プログラムの起動前に、あらかじめ下記の接続をしておきます
①有線の場合
LANケーブルでPCとシミュレータ(リンクボックス)を接続

②無線の場合
ネットワーク「SimLink」に接続

※SimLinkへの接続⽅法は別ページの説明をご覧ください。



シミュレータの検知がうまくいかない場合

この画面が出た場合は、下記を確認してください：
• (有線の場合)ケーブルはきちんとリンクボックスとPCにそれぞれ

接続されていますか？
• (無線の場合)SimLinkには接続済ですか？

※SimLinkへ接続するには、PCの固定IPアドレスを指定して
おく必要があります。

確認後、「New Search」をクリックすると
再度検索が始まります。



使用⽅法



練習モード(practice)

クリックするとテスト
を開始します

現在の圧迫テンポ

直近の換気の量

適正ライン

適正ライン(圧迫)

適正ライン(手の戻し)

圧迫中断時間

「↓」：圧迫不⼗分

「↑」：圧迫解除不⼗分

誤った手の位置
直近の

圧迫深度



テストの開始

マネキンに圧迫か換気をすると自動的に
タイマーが開始されます。

テスト中、この「－」をクリックすると
フィードバック画面が畳まれ、タイマー

だけが表示されます。

評価基準は予め設定しておくことができます。
後述の「設定画面」をご覧ください。



全体のスコア

ここでの
圧迫中断時間

適切な量で
換気できた割合

適切なテンポ
適切な深さ 適切な手位置

⼗分な圧迫解除
圧迫平均深度

圧迫実施回数

人工呼吸実施回数
平均1回換気量

経過時間

テスト終了後の評価画面

圧迫平均テンポ

時系列での評価

平均圧迫中断時間



結果の保存・閲覧

名前を半角英数で入⼒し、OKをクリックすると保存されます。

結果を後から閲覧するには、⾒たいセッションの⾏をマウスクリック
すると評価画面が開きます。

個別のデータは、マイドキュメントに作られた
「ResusciAnneWirelessSkillReporter」フォルダ内に保存されています。
ファイル名は「Nakamura_28062013_1219.xml」などです。
このファイルはXML形式となっており、現時点ではワイヤレススキルレポータ上
でしか閲覧できませんのでご了承ください。



結果の印刷・エクスポート

成績⼀覧の印刷・エクスポート

個別の評価画面の印刷

A4サイズ

A4サイズ

波形は圧縮し、
全体を表示して
います



設定画面

アルゴリズム テスト実施時間

スコア表示の⽅法 スコア表示の消去

レベル分けの基準

備考：スコア表示について
スコア表示は、クラスルーム⽅式(Classroom)とコンペ⽅式(Competition)
を選べます。クラスルーム⽅式ではランキング表示はされず、成績が実施順に
表示されます。コンペ⽅式では個人成績がランキング表示されます。
スコアが同点の場合、圧迫と換気の切り替えがより早かったほうが上位にランク
されます。

使用する単位

圧迫深度の基準設定(mm) 圧迫テンポの基準設定(回/分)

上限を設定しない場合
はこちらをチェック

最大

最小

最大

最小

ミリメートル
インチ

圧迫/換気比を表示する場合はチェック

⼀回換気量の基準設定(ml) 換気テンポの基準設定(回/分)

最大

最小

最大

最小 ※換気のみの
トレーニング時に
適用されます

換気のための圧迫中断時間 (秒)
上限

初級(Basic)、中級(Intermediate)、
上級(Advanced)にレベル分けする際の
基準を設定します。色の境目をマウスで
左右にスライドしてください。

初期設定に戻す 保存して閉じる キャンセル

ガイドラインと閾値全般設定


